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第 1 章 1 項 会社理念

私たちの事業を通じて
　 関係した方々全員を幸せにしたい

今までは旅行会社などを通して弊社のサービスを受けていたお客様が
大半でした。
これからは『平成エンタープライズ』のサービスを受けたい、『平成エンター
プライズ』のサービスじゃなければ駄目だ・・・というお客様を増やしていきま
す。

お客様と直接接し、弊社のファンを多く作り出す
ビジネスを目指しています。

平成エンタープライズに関わった一人一人が、心身共に健全な生活を通
じ、地域社会全体の活性化に役立つことを願い、協力支援していきます。

地域密着型の事業を展開し、地元及び近郊の活性化に
繋がるビジネスを目指しています。

幸せの価値観は人それぞれであり100人いれば100通りの幸せがありま
す。やる気次第で各事業部の責任者を任せ、 店長・社長にもなることも
可能であり、社員の自主性を尊重し、応援支援していきます。

弊社の係わる全事業を通じ、
100人の社長・店長を育てる事を目指しています。
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第 1 章 2 項 

バス事業は、地域住民の方々の生活を直接支援し、地域社会の文化・経
済の発展、福祉事業などに大きく貢献をしています。
言うまでもなく、路線バス・送迎バスは、地域住民の日常生活とは不可
欠な活動であり、高速バスは、人々の稼

か ど う

動支援、地域文化の交流に大いに
有
ゆうよう

用であり、貸切観光バスは、多様化するお客様のニーズに的確に対応し
て豊かな社会づくりに寄与しています。
前述のとおり、バス事業は、常時、所管庁の適切な指示・指導を受けな
がら、地域社会貢献のための事業活動を推進しており、極めて公益性の高
い性格を持った事業活動と言えます。
したがって、バス事業に従事する者は、利益の追求のみに終始せず、公
共事業としての役割を担っていることを自覚しなければなりません。
更に、利用者の大切なお命をお預かりしていることを、常に心に持ち、
細心の注意をもって安全輸送に努めなければなりません。
本資料は、「交通事故撲滅運動」を推進するに当たり、『運転士必携』と
して作成することとしたものであります。
「安全性」「正確性」「迅速性」「快適性」「継続性」の５本の柱を基に、
安全輸送サービスに努め、皆様の信頼に応え、社会に貢献していきましょ
う。

株式会社平成エンタープライズ

代表取締役社長　　田　　倉　　貴　　弥

社長の思い


